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介紹

氏
は
清
沢
の
理
念
を
評
価
し
、
理
念
の
欠
如
し
た

大
衆
は
、
大
新
聞
を
日
米
協
調
批
判
に
傾
か
せ
る

こ
と
な
ど
を
通
し
て
日
米
協
調
破
壊
の
一
因
を
作

っ
た
と
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
果
し
て
事
実
で

あ
ろ
う
か
。

　
筆
者
が
こ
れ
ま
で
兵
庫
県
但
馬
地
方
な
ど
を
フ

ィ
ー
ル
ド
と
し
た
研
究
（
拙
薯
『
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
と
政
党
政
治
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、

の
二
部
参
照
）
や
自
治
体
史
編
纂
を
通
し
て
調
査

し
て
き
た
結
果
に
よ
る
と
、
大
衆
は
確
か
に
一
貫

し
た
理
念
に
乏
し
く
、
日
常
は
現
実
利
益
的
で
現

状
追
随
の
傾
向
が
強
い
が
、
全
体
と
し
て
当
初
か

ら
日
米
協
調
破
壊
の
強
い
意
志
を
も
っ
て
い
た
と

は
思
わ
れ
な
い
。
日
米
協
調
破
壊
の
元
凶
は
、
帝

国
大
学
や
軍
関
係
の
学
校
出
身
の
、
清
沢
と
対
立

す
る
理
念
を
も
っ
た
各
界
の
エ
リ
ー
ト
イ
ン
テ
リ

層
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
多
く
の
大
衆
は

理
念
の
可
否
を
考
え
る
余
裕
も
な
く
日
々
の
生
活

の
た
め
に
権
力
を
も
っ
た
彼
ら
に
追
随
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
と
み
る
ほ
う
が
事
実
に
近
い
の
で
は

な
い
か
。
北
岡
氏
が
清
沢
の
言
動
の
真
意
を
理
解

す
る
た
め
言
論
統
制
を
考
慮
に
入
れ
た
厳
密
な
史

料
批
判
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
大
衆

の
言
動
理
解
に
対
し
て
は
本
格
的
な
そ
れ
を
伴
っ

た
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
片
手
落
ち
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
清
沢
の
活
動
で
隠
題
に
さ
れ
る
べ
き
こ
と

は
、
臼
米
協
調
の
理
念
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
昭
和
恐
慌
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
大
衆
に
ど
れ

だ
け
の
共
感
を
も
っ
て
又
は
共
鳴
を
得
ら
れ
る
方

法
で
そ
れ
を
論
じ
た
か
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
書

の
北
岡
氏
の
記
述
か
ら
は
そ
れ
が
う
か
が
え
な
い

し
北
岡
氏
も
特
に
問
題
と
し
て
い
な
い
。
大
衆
へ

へ
の
共
感
の
姿
勢
が
弱
い
と
い
う
点
は
、
清
沢
が

疑
問
を
示
し
た
幣
原
喜
重
郎
や
同
じ
民
政
党
内
閣

の
申
心
閣
僚
で
あ
っ
た
井
上
準
之
助
ら
日
米
協
調

の
理
念
を
も
っ
た
エ
リ
ー
ト
イ
ン
テ
リ
層
に
共
通

し
て
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
む
し
ろ
日
米
協
調

破
壊
の
理
念
を
も
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
ほ
う
が
大
衆

の
苦
悩
に
共
感
を
示
す
（
少
な
く
と
も
ポ
ー
ズ
だ

け
で
も
）
傾
向
が
強
い
。
今
後
こ
の
あ
た
り
の
問

題
も
含
め
て
政
治
が
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
を
読
ん
で
、
清
沢
が
評
論
家
と
し
て
活
動

し
た
時
代
に
つ
い
て
、
北
岡
氏
が
体
系
だ
っ
た
政

治
外
交
史
の
著
作
を
著
す
こ
と
を
楽
し
み
に
思
っ

た
こ
と
を
最
後
に
記
し
て
筆
を
亡
き
た
い
。

　
　
　
　
（
新
書
版
　
二
〇
一
頁
　
一
九
八
七
年
一
月

　
　
　
　
中
公
新
書
　
五
二
〇
円
）

　
　
（
伊
藤
之
雄
　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
堺
非
常
勤
講
師
）

園
学
術
会
議
だ
吉

　
α一
N
6
一

昭
和
六
二
年
八
月
　
日
本
学
術
会
議
広
報
委
員
会

　
日
本
学
術
会
議
で
は
、
特
別
委
員
会
が
追
加
設

置
さ
れ
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在

第
一
四
期
（
昭
和
六
三
年
七
月
二
二
日
よ
り
三
年

間
）
会
員
の
選
出
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
購
本
学
術
会
議
だ
よ
り
」
で
は
、
こ
れ

ら
の
概
要
に
加
え
て
、
来
年
度
に
開
催
さ
れ
る
共

同
主
催
国
際
会
議
及
び
研
究
連
絡
委
員
会
報
告
等

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
◇
マ
ソ
・
シ
ス
テ
ム
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

　
　
（
人
間
と
高
度
技
術
化
社
会
）
特
別
委
員
会

　
箆
本
学
術
会
議
は
、
昭
和
六
二
年
四
月
の
第
一

〇
二
圓
総
会
に
お
い
て
新
た
に
「
マ
ン
・
シ
ス
テ

ム
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（
人
間
と
高
度
技
術
化

社
会
）
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。

　
◇
日
本
学
術
会
議
会
員
選
出
調
度

　
学
術
会
議
は
、
一
＝
○
人
の
会
員
を
も
っ
て
組

織
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
会
員
は
次
の
手
続
き
に

よ
り
選
出
（
推
薦
）
さ
れ
る
。
現
在
第
一
四
期
会

員
（
任
期
”
昭
和
六
三
年
七
月
二
二
日
か
ら
三
年

間
）
を
選
出
（
推
薦
）
す
る
た
め
の
手
続
き
が
進
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め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
手
続
概
略
）

1
　
会
員
の
候
補
者
を
選
定
し
、
及
び
推
薦
人
（
会

　
員
の
推
薦
に
当
た
る
者
）
を
指
名
す
る
こ
と
を

　
希
望
す
る
学
術
研
究
団
体
は
、
日
本
学
術
会
議

　
に
登
録
を
申
請
す
る
（
昭
和
六
二
年
六
月
三
〇

　
日
締
切
り
）
。

　
　
申
請
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
学
術
研
究
団
体

　
の
目
的
と
す
る
学
術
研
究
の
領
域
と
関
連
す
る

　
研
究
連
絡
委
員
会
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
届
け
出
ら
れ
た
研
究
連
絡
委
員
会
が
『
関

　
連
研
究
連
絡
委
員
会
』
（
3
参
照
）
で
あ
る
。

　
　
関
連
研
究
連
絡
委
員
会
に
よ
り
区
分
さ
れ
た

　
学
術
研
究
の
領
域
（
以
下
「
学
術
研
究
領
域
」

　
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
会
員
の
候
補
者
及
び
推

　
母
人
を
届
け
出
る
こ
と
な
る
。

2
　
日
本
学
術
会
議
会
員
推
薦
管
理
会
は
、
こ
の

　
申
請
を
審
査
し
、
そ
の
学
術
研
究
団
体
が
所
定

　
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
関
連

　
研
究
連
絡
委
員
会
そ
の
他
の
事
項
を
登
録
す
る
。

　
　
登
録
さ
れ
た
学
術
醸
究
団
体
が
「
登
録
学
術

　
研
究
団
体
」
で
あ
る
。

3
登
録
学
術
研
究
団
体
が
届
け
出
た
関
連
研
究

　
連
絡
委
員
会
が
複
数
あ
る
と
き
は
、
日
本
学
術

　
会
議
会
長
は
、
登
録
学
術
研
究
団
体
の
意
見
を

聴
い
て
関
連
研
究
連
絡
委
員
会
を
限
定
（
指
定
）

す
る
（
二
月
三
〇
臼
ま
で
に
指
定
）
。

4
　
登
録
学
術
研
究
國
体
は
、
そ
の
構
成
員
で
あ

　
る
科
学
者
の
う
ち
か
ら
、
会
員
の
候
補
者
を

　
「
学
術
研
究
領
域
」
ご
と
に
選
定
し
、
日
本
学

　
術
会
議
に
届
け
出
る
（
昭
和
六
三
年
二
月
一
日

締
切
り
）
。

5
日
本
学
術
会
議
会
員
推
薦
管
理
会
は
、
届
け

　
出
ら
れ
た
会
員
候
補
者
が
会
員
の
資
格
を
起
す

　
る
者
で
あ
る
か
ど
う
か
認
定
す
る
。

6
　
登
録
学
術
研
究
団
体
は
、
そ
の
構
成
員
で
あ

　
る
科
学
者
の
う
ち
か
ら
、
推
薦
人
を
「
学
術
研

　
究
領
域
」
ご
と
に
指
名
し
、
日
本
学
術
会
議
に

　
届
け
出
る
（
二
月
二
〇
臼
締
切
り
）
。

7
　
推
薦
人
は
、
「
学
術
研
究
領
域
」
ご
と
に
、

　
日
本
学
術
会
議
会
員
推
薦
管
理
会
が
会
員
と
な

　
る
資
格
を
有
す
る
と
認
定
し
た
会
員
の
候
補
者

　
の
う
ち
か
ら
、
会
員
と
し
て
推
薦
す
べ
き
者
及

　
び
補
欠
の
会
員
と
し
て
推
薦
す
べ
き
者
を
選
考

　
・
決
定
す
る
（
五
月
中
旬
～
六
月
上
旬
）
。

8
　
推
薦
人
は
、
会
員
と
し
て
推
薦
す
べ
き
老
及

　
び
補
欠
の
会
員
と
し
て
推
薦
す
べ
き
者
を
、
日

　
本
学
術
会
議
を
経
由
し
て
、
内
閣
総
理
大
鷺
に

　
推
薦
す
る
（
六
月
中
旬
）
。

9
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
そ
の
推
薦
に
基
づ
い
て
、

　
会
員
を
任
命
す
る
（
七
月
二
二
日
）
。

　
◇
昭
和
六
一
二
年
度
鼻
六
同
〃
‡
湘
催
胆
国
際
ム
調
勤
誠

　
本
会
議
は
、
昭
和
二
八
年
以
降
毎
年
お
お
む
ね

四
件
の
学
術
関
係
国
際
会
議
を
関
係
学
術
研
究
団

体
と
共
同
主
催
し
て
い
る
が
、
昭
和
六
三
年
度
は

次
の
四
国
際
会
議
を
我
が
国
に
お
い
て
開
催
す
る

こ
と
と
し
た
。
（
昭
和
六
二
年
六
月
＝
ハ
日
（
火
）

閣
議
了
解
）

国
際
…
家
族
法
学
ム
四
第
六
同
剛
世
羅
四
ム
答
議

　
開
催
期
間
鱒
昭
和
六
三
年
四
月
置
日
～
＝
一
日

　
開
催
場
所
”
日
本
大
学
会
館
（
棄
京
都
）

　
共
催
団
体
”
日
本
家
族
〈
社
会
と
法
〉
学
会

第
九
回
世
界
地
震
工
学
会
議

　
開
催
期
間
…
昭
和
六
三
年
八
月
二
日
～
九
日

　
開
催
場
所
”
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
（
東
山
思

　
　
　
　
　
　
都
）
、
圏
立
京
都
国
際
会
館
（
京

　
　
　
　
　
　
都
市
）

　
共
催
団
体
”
土
木
学
会
、
日
本
建
築
学
会
、
土

　
　
　
　
　
　
質
工
学
会
、
日
本
機
械
学
会
、
地

　
　
　
　
　
　
震
学
会
、
震
災
予
防
協
会

第
八
回
国
際
内
分
泌
学
会
議

　
開
催
期
間
“
昭
和
六
三
年
七
月
一
七
日
～
二
三

　
　
　
　
　
　
日

　
開
催
場
所
鱒
国
立
京
都
国
際
会
館
（
京
都
市
）

　
共
催
団
体
鱒
日
本
内
分
泌
学
会
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介紹

第
五
回
国
際
植
物
病
理
学
会
議

　
關
獄
催
期
闇
門
…
昭
和
穴
一
二
年
八
門
月
二
〇
目
門
～
二
七

　
　
　
　
　
　
日

　
開
催
場
所
“
国
立
京
都
国
際
会
館
（
京
都
市
）

　
共
催
団
体
“
日
本
植
物
病
理
学
会
、
日
本
植
物

　
　
　
　
　
　
防
疫
協
会

　
◇
地
区
会
議
活
動
に
つ
い
て

　
日
本
学
術
会
議
は
、
全
国
を
、
北
海
道
、
東
北
、

関
東
、
中
部
、
近
畿
、
中
国
・
四
国
、
九
州
・
沖

縄
の
七
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
「
地
区
会
議
」
を
組

織
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
区
会
議
は
、
運
営
審
議
会
附
置
広

報
委
員
会
の
下
に
置
か
れ
、
学
術
会
議
の
各
部
・

委
員
会
等
の
活
動
状
況
を
各
地
区
内
の
科
学
者
等

に
周
知
し
、
ま
た
、
学
術
会
議
に
対
す
る
意
見
、

要
望
を
汲
み
上
げ
て
、
学
術
会
議
と
科
学
者
と
の

意
志
疎
通
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
学
術

の
振
興
に
審
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
各
地
区
会
議
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
に

居
住
、
あ
る
い
は
勤
務
し
て
い
る
学
術
会
議
会
員

の
中
か
ら
各
部
（
第
1
部
～
第
7
部
）
一
人
ず
つ

計
七
人
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

が
、
該
当
す
る
会
員
全
員
を
構
成
員
と
し
て
い
る

地
区
も
多
い
。
ま
た
、
部
に
よ
っ
て
は
、
該
当
す

る
会
員
の
い
な
い
地
区
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は

研
究
連
絡
委
員
会
委
員
を
構
成
員
と
し
て
い
る
。

　
各
地
区
会
議
は
、
構
成
員
で
あ
る
会
員
の
中
か

ら
代
表
幹
事
一
人
（
関
東
地
区
の
み
二
人
）
を
選

び
、
そ
の
主
宰
者
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
各
地
区
会
議
に
は
、
そ
の
活
動
に
関

す
る
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
、
「
地
方
連
絡
委

員
」
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
地
方
連
絡
委
員
に
は
、

北
海
道
地
区
会
議
は
は
北
海
道
大
学
、
東
北
地
区

会
議
は
東
北
大
学
、
中
部
地
区
会
議
は
名
古
屋
大

学
、
近
畿
地
区
会
議
は
京
都
大
学
、
中
国
・
四
国

地
区
会
議
は
広
島
大
学
、
九
州
・
沖
縄
地
区
会
議

は
九
州
大
学
の
事
務
局
長
以
下
六
～
一
〇
人
の
職

員
が
委
嘱
さ
れ
て
い
る
、
各
地
区
会
議
は
、
こ
れ

ら
の
各
大
学
事
務
局
職
員
の
多
大
な
協
力
の
下
に

運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
各
地
区
会
議
は
、
前
述
の
目
的
を
果
た
す
た
め

に
、
科
学
者
と
の
懇
談
会
・
学
術
講
演
会
等
の
開

催
、
地
区
会
議
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
等
の
事
業
を
活

発
に
行
っ
て
い
る
。
先
般
、
運
営
審
議
会
で
決
定

さ
れ
た
今
年
度
の
各
地
区
会
議
事
業
計
画
に
よ
る

と
、
全
国
各
地
で
、
科
学
老
と
の
懇
談
会
は
一
二

回
、
学
術
講
演
会
は
一
四
回
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

編
　
集
　
後
　
記

　
さ
わ
や
か
な
秋
と
な
り
ま
し
た
。
七
〇
巻
五
号

を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
は
国
史
の
論
説
一
本
と

西
洋
史
の
論
説
二
本
に
、
研
究
ノ
ー
ト
、
書
評
、

紹
介
を
加
え
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
十
分
に
ご
吟
味
下
さ
い
。
ず
い
ぶ
ん
発

行
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会

に
は
な
ん
と
か
間
に
あ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
多
数
ご

参
集
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
季

節
の
好
転
と
と
も
に
原
稿
の
集
ま
り
も
回
復
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
各
位
の
皿
層
積
極
的
な
ご
投
稿

を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
）

一
飲
擁
雌
語
灘
定
価
δ
○
○
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
〇
円

　
史
林
第
七
〇
巻
第
五
号
（
還
巻
第
三
四
五
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
照
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部

発
行
人

印
捌
所

蠕羅史
樽長
難離1

難・夢

編三等会
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